
                                

                                

                                

                                

平
成
二
五
年
一
月
十
三
日 

消
防
団
、
消
防
署
職
員
、
自
衛

消
防
隊
参
加
に
よ
る
出
初
式
が
長

島
輪
中
ド
ー
ム
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。 桑

名
市
長
を
観
閲
者
に
、
分
列

入
場
行
進
か
ら
始
ま
り
、
団
員
の

表
彰
に
続
い
て
市
長
、
消
防
長
、

来
賓
の
方
々
か
ら
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
マ
リ
ア
・
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー

リ
幼
稚
園
、
津
田
桑
名
幼
稚
園
の

園
児
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
消

防
団
長
の
答
辞
で
式
典
を
終
え
ま

し
た
。 そ

の
後
、
長
良
川
左
岸
に
移
動

し
、
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
一
斉
放
水

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

（１）         桑 名 市 消 防 団 広 報 

第
二
十
八
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二
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三
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編
集
・
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市
大
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桑
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報
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年
頭
の
ご
挨
拶 

消
防
団
長 
柴
田 
清
勝 

            
平
素
は
消
防
団
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
消
防
団
を
代

表
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
傷
跡
は
い

ま
だ
癒
え
ず
、
被
災
さ
れ
た
方
々

に
は
改
め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

震
災
で
は
あ
ま
り
に
も
多
く
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
震
災
で

犠
牲
と
な
っ
た
方
々
に
報
い
る
た

め
に
も
あ
の
震
災
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
得
ら
れ
た
教
訓
を
今

後
の
災
害
対
策
に
生
か
さ
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
消
防
団
員
は
市
民
の

「
安
全
・
安
心
」
の
為
、
日
々
防

災
活
動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
火

災
に
対
す
る
消
火
活
動
、
台
風
接

近
時
の
市
内
の
警
戒
活
動
な
ど
そ

の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

ま
た
災
害
時
だ
け
で
は
な
く
平
常

時
に
お
い
て
も
、
地
域
に
お
け
る

防
災
訓
練
で
の
応
急
手
当
の
普
及

活
動
や
、
消
防
ポ
ン
プ
な
ど
の
資

機
材
の
点
検
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

そ
う
遠
く
な
い
将
来
に
東
海
・

東
南
海
・
南
海
地
震
の
発
生
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
備

え
、
な
お
一
層
の
消
防
技
術
の
練

磨
に
励
み
、
皆
様
か
ら
頼
り
に
さ

れ
る
消
防
団
を
目
指
し
て
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

思
い
を
持
ち
、
皆
で
災
害
に
強
い

街
桑
名
市
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
。  

年
末
警
戒 

十
二
月
二
十
八
日
～
三
十
日 

年
末
で
忙
し
く
な
り
寒
さ
も
一

段
と
厳
し
く
な
る
頃
、
今
年
も
特

別
警
戒
を
実
施
し
ま
し
た
。
市
民

の
安
全
・
安
心
を
願
い
良
い
年
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
夜
八
時
か
ら
翌
朝
五
時
ま

で
地
域
巡
回
・
詰
所
待
機
を
各
分

団
に
て
行
い
ま
し
た
。 

市
長
巡
視 二

十
八
日
に
は
、
市
内
六
箇
所

に
て
市
長
に
よ
る
巡
視
が
行
わ
れ
、

警
戒
に
当
る
団
員
に
感
謝
の
お
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
     

 
 

出
初
式
に
て 団

長
よ
り
感
謝
状 

昨
年
三
月
末
に
て
退
団
さ
れ
た
、

元
桑
名
方
面
団
長 
小
川 
勝
昭

様
に
、感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

             

文
化
財
防
火
デ
｜ 

平
成
二
十
五
年
一
月
十
六
日 

 

貴
重
な
文
化
財
を
、
火
災
な
ど

の
災
害
か
ら
守
り
、
後
世
に
残
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
放
水
訓
練

が
、六
華
苑
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

火
災
発
生
か
ら
、
通
報
・
避
難
誘

導
・
初
期
消
火
・
消
防
本
部
消
防

団
に
よ
る
放
水
等
を
行
い
、
女
性

消
防
団
に
よ
る
消
火
器
の
取
り
扱

い
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域

内
に
あ
る
小
学
校
や
保
育
園
の
子

供
達
も
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。 

 

何気ない その一言に 赤信号 

桑 名 市 消 防 団 広 報              （２） 



 
各
方
面
団
の
訓
練 

長
島
方
面
団 

中
継
放
水
訓
練 
十
月
二
十
八
日 

小
雨
の
中
、
長
島
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、
長
島
町
西

川
地
区
、
姫
御
前
地
区
、
白
鶏
地

区
の
町
内
四
箇
所
に
お
い
て
中
継

放
水
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 訓

練
は
、
火
災
現
場
に
お
い
て

正
確
で
迅
速
か
つ
安
全
な
行
動
を

行
う
た
め
に
必
要
な
技
術
の
向
上
、

団
員
お
よ
び
分
団
相
互
の
連
携
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

一
地
区
二
～
三
分
団
で
構
成
さ

れ
、
水
利
で
あ
る
防
火
水
槽
か
ら

想
定
さ
れ
た
火
点
ま
で
中
継
送
水

を
行
い
な
が
ら
ホ
ー
ス
を
延
長
し
、

一
定
時
間
放
水
し
た
後
、
指
揮
者

の
指
示
に
よ
り
終
了
と
い
う
内
容

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
が
、

「
訓
練
に
対
す
る
緊
張
感
の
欠

落
」、「
指
揮
者
の
指
示
不
足
に
よ

る
動
作
の
困
惑
」、「
機
材
の
取
り

扱
い
方
」
な
ど
が
反
省
点
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
反
省
を
活

か
し
、
消
防
団
と
し
て
の
技
術
を

蓄
積
し
て
い
く
と
と
も
に
、
市
民

の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
災
害
か

ら
守
る
と
い
う
使
命
に
基
づ
き
消

防
団
活
動
・
各
種
訓
練
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。 

訓
練
後
に
予
定
さ
れ
て
い
た
各

分
団
の
親
睦
を
図
る
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
は
、
残
念
な
が
ら
雨
の
た

め
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後

も
各
種
訓
練
、
親
睦
行
事
を
通
し

て
長
島
方
面
団
の
団
結
力
を
よ
り

い
っ
そ
う
高
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。   

多
度
方
面
団 

消
防
競
練
会 
十
一
月
十
一
日 

多
度
町
総
合
支
所
駐
車
場
に
お

い
て
、
秋
季
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。  

こ
の
訓
練
は
、
火
災
現
場
で
正

確
か
つ
迅
速
な
活
動
を
行
う
た
め

に
必
要
な
消
防
技
術
の
基
本
で
あ

る
消
防
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
揚
水
、

ホ
ー
ス
の
延
長
及
び
放
水
完
了
ま

で
の
タ
イ
ム
と
消
防
器
具
操
作
・

動
作
の
正
確
性
等
を
競
う
こ
と
で
、

消
防
技
術
の
向
上
と
知
識
の
習
得

を
図
る
も
の
で
す
。 

 
一
チ
ー
ム
五
人
編
成
で
、
合
計

二
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
号
砲
を
合
図
に
競
技
を
開
始
し
、

放
水
に
よ
り
標
的
を
落
下
さ
せ
た

時
点
で
競
技
終
了
と
な
り
ま
す
。 

 
今
年
度
は
、
新
し
く
心
肺
蘇
生

法
を
訓
練
内
容
に
取
り
入
れ
る
な

ど
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
す

る
良
い
機
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

熱
の
こ
も
っ
た
競
技
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。  

結
果
は
、次
の
と
お
り
で
し
た
。 

優
勝   
第
五
分
団
一
班 

準
優
勝  
第
二
分
団
一
班 

第
三
位  
第
四
分
団
三
班 

 
最
後
に
、
訓
練
の
指
導
・
助
言
・

審
査
等
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
多
度
分
署
の
方
々
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

                
桑
名
方
面
団 

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
よ
り
早
く

救
急
救
命  

第
二
大
隊 
八
月
二
十
六
日 

救
命
の
方
法
が
変
わ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
今
年
は
普
通
救
命
講

習
を
行
い
ま
し
た
。 

災
害
が
起
き
た
時
、
ま
た
日
常

に
お
い
て
も
我
々
消
防
団
の
救
命

活
動
は
大
切
な
役
目
で
す
。
少
し

で
も
早
く
正
確
に
適
切
な
人
命
救

助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

救
命
指
導
員
の
も
と
で
応
急
手
当
、

心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

な
ど
真
剣
に
講
習
を
う
け
ま
し
た
。 

 

第
三
大
隊 
十
一
月
二
十
五
日 

消
防
西
分
署
に
お
い
て
、
第
八

分
団
桑
部
地
区
、
第
九
分
団
在
良

地
区
、
第
十
分
団
七
和
地
区
、
第

十
二
分
団
久
米
地
区
、
第
十
四
分

団
大
山
田
地
区
の
五
個
分
団
が
合

同
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

訓
練
内
容
は
今
回
少
し
新
し
く

な
っ
た
心
肺
蘇
生
法
を
、
消
防
本

部
防
災
指
導
課
の
指
導
の
元
、
中

久
木
桑
名
方
面
団
長
、
松
宮
第
三

大
隊
副
団
長
、
同
じ
く
牧
野
副
団

長
補
佐
、
さ
ら
に
西
分
署
職
員
皆

様
に
協
力
頂
き
、
各
分
団
の
指
導

員
資
格
取
得
の
団
員
さ
ん
と
共
に
、

参
加
者
全
員
が
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

西
分
署
職
員
の
指
導
に
よ
り
規
律

訓
練
を
行
い
、
第
三
大
隊
合
同
訓

練
を
終
了
し
ま
し
た
。 

                  

瑞
宝
単
光
章
叙
勲 

元
長
島
方
面
団
長 
日
沖 
茂

行
様
が
、
平
成
二
十
四
年
秋
の
叙

勲
に
て
、
長
年
の
消
防
団
員
と
し

て
の
功
績
に
よ
り
、
瑞
宝
単
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

 

（３）              桑 名 市 消 防 団 広 報 

人権は みんなの権利 守る義務 



 
自
主
防
災
訓
練 

長
島
北
部
地
区
自
主
防
災
訓
練 十

一
月
十
一
日  

近
年
は
、
大
規
模
な
災
害
が

多
発
し
、
多
く
の
尊
い
命
と
財

産
を
奪
い
、
各
地
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
地

震
、
津
波
、
台
風
な
ど
自
然
災

害
は
思
わ
ぬ
と
き
に
や
っ
て
き

ま
す
。 災

害
を
な
く
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
被
害
を
少
し
で
も

減
ら
す
こ
と
は
今
か
ら
で
も
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 今

回
の
長
島
北
部
地
区
自
主

防
災
訓
練
で
は
「
東
海
・
東
南

海
・
南
海
地
震
」
に
お
け
る
初

動
時
の
行
動
や
遠
隔
に
あ
る
避

難
場
所
へ
の
移
動
の
方
法
を
訓

練
し
、
災
害
時
に
お
け
る
防
災

関
係
機
関
と
の
相
互
の
連
携
と

地
域
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。 訓

練
内
容
と
し
て
、
初
期
消

火
訓
練
で
は
、
実
際
に
近
い
形

で
の
水
消
火
器
に
よ
る
初
期
消

火
訓
練
や
「
人
が
運
ぶ
命
綱
」

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
行
い
、
防
災

資
機
材
取
扱
訓
練
で
は
「
簡
易

ト
イ
レ
の
組
立
」
を
中
心
に
防

災
備
蓄
品
の
展
示
や
煙
体
験
ハ

ウ
ス
に
よ
る
濃
煙
体
験
を
行
い

ま
し
た
。  応

急
救
護
訓
練
に
お
い
て
は
、

応
急
処
置
、
搬
送
方
法
に
つ
い

て
身
近
に
あ
る
も
の
を
活
用
し

て
行
う
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

特
に
応
急
処
置
で
は
、
骨
折
時

に
三
角
巾
の
代
わ
り
に
ス
ー
パ

ー
の
袋
を
代
用
し
た
こ
と
や
、

傘
を
利
用
し
た
固
定
方
法
な
ど

を
学
び
、
搬
送
訓
練
で
は
毛
布

を
利
用
し
て
担
架
の
代
用
と
す

る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。 炊

き
出
し
訓
練
で
は
ガ
ス
釜
を

使
い
、
防
災
備
蓄
品
で
あ
る
非
常

食
を
使
用
し
た
お
に
ぎ
り
を
長
島

北
部
婦
人
会
の
方
た
ち
が
作
る
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。  最

後
に
防
災
講
演
と
し
て
三

重
大
学
自
然
災
害
対
策
室
葛
葉

教
授
か
ら
「
災
害
へ
の
備
え
」

に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 最

も
避
け
る
べ
き
こ
と
は

「
知
ら
な
い
想
定
外
」
で
あ
り
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
収
集
や

童
話
に
あ
る
オ
オ
カ
ミ
少
年
効

果
と
居
住
場
所
の
選
定
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 災

害
が
発
生
し
た
と
き
、
あ

な
た
や
家
族
を
守
っ
て
く
れ
る

の
は
地
域
の
み
な
さ
ん
で
す
。

そ
し
て
救
助
の
た
め
の
知
識
や

訓
練
な
ど
、
防
災
に
対
す
る
地

域
の
力
を
育
ん
で
い
る
の
が

『
自
主
防
災
組
織
』
で
あ
り
、

災
害
時
に
は
地
域
防
災
の
『
主

体
』
と
な
り
ま
す
。 

今
回
の
訓
練
の
経
験
を
活
か

し
、
起
こ
り
う
る
災
害
に
備
え
、

我
々
消
防
団
も
一
緒
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  

こ
の
様
な
訓
練
は
、
桑
名
市

内
各
地
区
に
て
約
三
年
お
き
に

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。   

消
防
学
校
入
校 

 

幹
部
科 
十
一
月
十
日
・
十
一
日 

長
島
方
面
団 第

四
分
団 
分
団
長 

伊
藤 
真
尉 

       

第
二
分
団 
副
分
団
長 

二
本
柳 
武 

       
三
重
県
消
防
学
校
で
実
施
さ
れ

た
消
防
団
員
幹
部
科
教
育
は
、
三

重
県
内
の
各
消
防
団
の
幹
部
向
け

に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
桑
名
市
消

防
団
か
ら
二
名
が
入
校
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
消
防
団
幹
部
に
必
要
な

指
揮
・
管
理
の
方
法
を
学
習
す
る

た
め
、
以
下
の
講
義
を
受
講
し
ま

し
た
。 ①

現
場
指
揮
・
火
災
防
御 

②
安
全
管
理 ③

現
場
活
動
指
揮
訓
練 

 
講
義
で
は
た
だ
話
を
聞
く
の
み

で
は
な
く
、
火
災
現
場
の
イ
ラ
ス

ト
や
動
画
を
使
用
し
、
状
況
判
断

や
対
策
等
を
発
言
し
て
い
く
形
式

に
な
っ
て
お
り
、
非
常
に
有
意
義

な
も
の
で
し
た
。
指
揮
・
管
理
に

関
す
る
学
習
以
外
に
は
、
地
震
等

の
大
規
模
災
害
に
関
す
る
講
義
、

火
災
現
場
を
体
験
す
る
た
め
熱
気

体
験
を
行
え
る
施
設
で
の
訓
練
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
他
市
町
の
消
防
団
の
活

動
内
容
の
話
を
聞
い
た
り
、
経
験

豊
富
な
消
防
団
員
の
方
（
自
分
の

親
と
同
じ
世
代
の
方
も
参
加
し
て

い
ま
し
た
）
と
行
動
を
共
に
す
る

こ
と
で
い
ろ
い
ろ
と
見
習
っ
た
り

す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
の
良
い
経
験
を
今
後
の
消
防
団

活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

桑 名 市 消 防 団 広 報              （４） 

君次第 差別するのも しないのも 



◇◇◇◇ 特集：応急手当 ◇◇◇◇

自主防災訓練などで、AEDを使った救命法とともに、ケガの応急手当の指導も行ってい
ます。適切な応急手当をすることで、ケガ人の痛みをやわらげたり、傷の悪化を防ぐこと
ができます。・・・でも、訓練で使う「三角巾」や「添え木」なんて、いざという時に身
近にあるものではないですよね？

身近なものでできる応急手当

何 が 使 え る の ？
傷の保護には？

腕などのケガの場合は、傷
をきれいな水で洗ったあ

と、タオルやハンカチで
押さえて止血して、ラップ
やタオル・手ぬぐい等を
包帯代わりにします。
ラップなら結ばなくても固
定できるので簡単ですね。

頭やヒザ・ヒジなどには、

ストッキングが使えます。
タオルやハンカチで傷口を
保護した上にストッキング
のお尻の部分をかぶせて、
脚の部分を結んで固定しま
す。結び目が傷口の上に来
ないようにしましょう。

骨折の固定には？

腕の骨折の固定には雑誌・
新聞紙や木切れが使え
ます。折れた骨の上下の関
節を固定するように添え

て、ハンカチやスカーフ、
ネクタイなどで結ぶか、
ガムテープで巻きます。

脚の骨折の固定には腕の時
より長いものが必要ですか

ら、カサ・杖・野球のバッ
トなどが利用できます。

腕を吊るには？

肩や腕を負傷した時に腕を

吊るにはスーパーやコン
ビニのレジ袋が使えます。
袋の底の左右に穴を開けて
腕を通し、持ち手の部分を
切って、首にかけて後ろで
結べば、三角巾の代用にな
ります。

怪我人を運ぶには？

毛布で包んであげれば、
引きずって一人で移動する
こともできますし、保温の
効果もあります。

このように、身近に利用できるものはたくさんあります。「救急隊が来るまで」「病院へ行
くまで」に私たちができることはたくさんあります。落ち着いて、その場で自分に何がで
きるか考えて行動しましょう。

道具に頼らず工夫しましょう!

やめようよ 見て見ぬふり 知らんぷり

（５） 桑 名 市 消 防 団 広 報



 

女性消防団の活動はブログでもご覧いただけます。桑名市女性消防団 検索 ←クリック！

平成25年春

毎
月
十
九
日

火
災
予
防

巡
回
広
報
実
施
中

10月28日

県女性消防団員研修会

津で行われた 「消防団・

自主防災組織の理解促進シ

ンポジウム」

に参加しました。

12月14日

女性消防団員リーダー会議

東京の日本消防協会で開催さ

れた会議に、後藤分団長が三

重県代表として参加しました。

1月16日

文化財防火デー消防訓練

六華苑で、26日の文化

財防火デーに先立って

実施された消防訓練で、

消火器取り扱いの

指導を行いました。11月16日 全国女性消防団員

活性化秋田大会
秋田での全国大会に

参加しました。

今年は、

津市消防団が、

ステージで

火災予防啓発劇を発表。

私達も展示コーナーの

活動紹介が大変好評を

いただきました。

次
回
の
女
性
消
防
団
全
国
大
会
は
、

十
月
、
岐
阜
県
高
山
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

消防団は、本業を持ちながら、「自分たちのまちは自分たちで守る」という精神に基

づき、地域の安全と安心を守るために活動する非常勤の地方公務員です。

現在、私達9名で活動しています。

私たちと一緒に

活動しませんか？

団員募集中

入団資格
１８歳以上で

桑名市に居住

または勤務し

ている方

消防団の活動

はいろいろ。

あなたの参加

をお待ちして

ます。

お問い合せ先 桑名市消防本部 総務課 ＴＥＬ２４－５２７４

12月28-30日

年末特別警戒

巡回広報先で

市長と記念撮影

10月22日

益世小防災訓練

各地の防災訓練に

参加しました。

見つけよう 一人ひとりの いいところ

桑 名 市 消 防 団 広 報 (６ ) 
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